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同志社大学 特許情報

同志社大学には、研究開発によって生まれたさまざまな知的財産があります。
これらの中で特許登録された発明を紹介します。ご興味をもたれた皆さまからのご連絡をお待ちしています。

Patent Information

特許についてのお問い合わせ先

２，４－ジアミノフェノール誘導体、
及び、タウ及び／又はアミロイドβの凝集阻害剤
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特願２０１８－５０５８４９
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【目的】
タウ及び／又はアミロイドβの凝集阻害剤を提供する。

【概要】
右記式からなる化合物、又はその塩である。

この化合物は、タウオパチー及び／又はアミロイドβの凝集に起因するアミロイドー
シスの治療、診断、症状の軽減及び予防に使用可能である。

左記化学式において、Ｑは、(i)水素原子、
(ii)６位に置換するメチル基、(iii)N-メチル
ピロール基、(iv)メトキシメチル基である。

【課題】
系統連系インバータシステムの安定性を容易に判定する方法を提供する。

【概要】
系統インピーダンスがＺｓである系統に並列に接続された複数のインバータからな
る系統連系インバータシステムであって、複数のインバータのそれぞれが系統に対
する電力供給源として作動するものの安定性を判定する方法であって、複数のイン
バータの出力アドミタンスＹ１，Ｙ２，・・・，ＹＮの和であるＹｏとＺｓとの位相差が１８０°と
なる周波数が存在しないか、当該周波数における｜ＺｓＹｏ｜が１以下である場合に、
当該系統連系インバータシステムが安定であると判定することを特徴とする。

系統連系インバータシステムの安定性判定方法、
安定化方法および管理方法

発明の名称

発明の名称

特許第６８７０８３８号

特願２０１６－２４０８１７
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太陽電池、二次電池、系統連系インバータ、並列、安定性判別、
安定化、リアプノフ制御
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【タウ凝集阻害活性の濃度依存性】
実施例：KT-401、KT417
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2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロとする「カーボンニュートラル」を目指すことを
日本政府が表明して以来、その取り組みは加速しています。
本学は2021年6月1日に、CO₂リサイクル社会の実現に向けた産官学連携による
教育研究活動を全学的に推進する「同志社大学カーボンリサイクル教育研究プラットフォーム」を発足。
「カーボンリサイクル」という技術で気候変動問題に貢献しようと試みています。
プラットフォームの設立に至った背景や経緯、これまでの活動について振り返りながら、
教育研究と産官学連携の新しい枠組みの真髄に迫ります。

CO₂を炭素資源と捉え、これを回収して、多様な炭素化合物として再利用すること。カーボンリサイクルとは
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を務める後藤教授の研究や
考え方が深く関わっていま
す。後藤教授のこれまでの取
り組みについて、お聞かせく
ださい。
後藤：私が所属する理工学部
環境システム学科では、環境
に資する科学技術について研
究をしています。私は酸化物を
はじめとする化合物の合成や
分解を通じて、一般には不要
物とされるものの再資源化に
関する研究に取り組んできま
した。地球温暖化の原因物質
とされるCO₂も酸化物の1つ
で、それを酸素と炭素に分解
できます。分解して得られた炭
素同位体を黒鉛やダイヤモン
ドにすることができれば原材
料として有効活用できます。こ
ういった研究に取り組むこと
で、環境問題解決に資するの
ではないかと考えていました。
ダイレクトカーボン型燃料電
池（DCFC）という石炭（炭素）
を燃料にした電池があるので
すが、その燃料にCO₂を分解
した炭素を使う技術を2014年
ごろに提案しましたが、当時は
あまり反響がありませんでし

力・提案力を持った未来のイノ
ベーターやアントレプレナー
を育むための本学独自の新し
い大学院教育プログラムで
す。このプログラムは教員・学
生だけでなく、社会人や企業
人の方も参加した講義・演習
を行い、社会課題の解決に取
り組み、貢献できる人材の育
成を目指しています。
　技術フォーラムは、国立研
究機関・自治体・企業などと連
携し、複雑化する環境・エネル
ギー問題の解決に向けて、情
報交換等の場として機能する
ものです。国内外の環境に関
する新しい知見や、プラット
フォームで生まれた技術に関
する情報を共有します。
　研究連携プロジェクトは、
「組織」対「組織」の共同研究
の実現を図るために設けられ
ました。この活動に賛同いた
だいた企業の特徴的な領域
と本学の先進的な分野をマッ
チングさせることで、革新的な
技術基盤の形成を目指してい
ます。

―CRPF設立の発端は、代表

　さらに、同年に「次の環境」
研究センター長である理工学
部の後藤教授の取り組みが、
NEDOのカーボンリサイクル
技術の共通基盤技術開発事
業に、国立研究開発法人産業
技術総合研究所と共同で採
択されました。
　このように、カーボンリサイ
クルをはじめとした環境問題
解決に資する本学の研究活
動に、国や産業界からの期待
が高まっていきました。社会の
要請に一層応えるべく、2021
年6月に「同志社大学カーボン
リサイクル教育研究プラット
フォーム」（以下、CRPF）を設
立したのです。

―CRPFの概要について教え
てください。
塚越：CRPFは、理工学部の後
藤教授を代表として、アドバン
スト・リベラルアーツ（ALA）教
育　　、技術フォーラム、研究
連携プロジェクトという３つの
仕組みで構成されています。
　ALA教育は、本学の創立者
である新島襄が掲げた「良心
教育」に基づき、柔軟な想像

―本日は、同志社大学のカー
ボンリサイクルへの取り組み
についてお話を伺ってまいり
ます。カーボンリサイクル技術
は、気候変動問題を解決する
ものとして注目を集めていま
すが、同志社大学での近年の
取り組みについて教えてくだ
さい。
髙杉：2020年に当時の菅義偉
首相が所信表明演説の中で、
2050年にカーボンニュートラ
ルを達成することを目指すと
宣言されました。これ以前に
も、日本政府は気候変動対策
として温室効果ガスの排出量
削減を目標に掲げてきました
が、より具体的に、産業界を巻
き込んだ脱炭素化に取り組む
という日本の姿勢が示されま
した。
　本学でも、自然科学系だけ
でなく人文社会科学系の研究
者たちも、各々の専門分野か
ら地球温暖化やその対策につ
いて教育・研究を進めてきまし
た。この流れがさらに加速し
たのが2020年です。3月にダイ
キン工業株式会社と、「次の環
境」をテーマにした実践的研
究開発およびイノベーション
人材育成を目指し、包括的連
携協力に関する協定書を締結
し、4月には『同志社－ダイキン
「次の環境」研究センター』を
京田辺キャンパスに開設しま
した。この研究センターが取り
組む主要な研究テーマの1つ
が、CO₂を回収・分解・再利用
する新技術の開発です。

います。この科目群の履修を
通じて、多様化する社会課題
に取り組み、解決策を立案で
きる人物に育ってほしいと願
います。
　また、このような教育が行え
るのは、日ごろから本学の教
員が大学院生や企業の方 と々
ともに、価値ある研究成果を
出してきた実績・基盤がある
からだと思います。技術フォー
ラムや研究連携プロジェクト
の場で、学術、基礎科学の成
果が社会実装に向かうプロセ
スを実体験できることになる
ため、教育・人材育成の面で
大きな効果をもたらすと期待
しています。

―髙杉教授は、この教育コー
スで「国際紛争と調停の理論
と実践」の講義を担当されて
います。講義の特徴、講義をさ
れたご感想など、お聞かせい
ただけますか？
髙杉：国際的な紛争の解決、
特に裁判外での紛争解決方
法について講義しています。世
界の現状として、環境問題や
資源を巡る国際的な紛争が絶
えません。このような紛争の平
和的な解決を目指して、協力
的な枠組み作りや、効果的な
交渉を行うための能力を習得
することが講義の目的です。国

は起業家を育成する「次の環
境」協創コースがあります。設
置科目の中には、本学の文
系・理系の大学院生と企業に
所属する若手社会人の方々
が共に学ぶ「フューチャーデ
ザイン演習」　　があります。
この科目では、環境問題など
課題に応じた新たな技術アイ
デアについて具現化していく
ための設計を行います。文理
融合、社会人との共創が1つ
の形になった科目でとても人
気があります。
　他にもユニークな科目が設
置されています。かつて日本
は、戦後復興や経済成長を重
視し過ぎたことなどにより、有
害排水や光化学スモッグなど
の局所的ですが強烈な環境
問題を引き起こしてしまいまし
た。しかも、その問題の把握、
改善あるいは解決が遅れ、被
害が大きくなったという苦い
経験をしています。このこと
は、研究や技術開発、社会実
装の各場面において、本学の
建学の精神でもある「良心」を
常に意識しておくことが、とて
も大切であることを教えてくれ
ているように思います。このよ
うな観点から、ALA科目群に
は、「科学と良心」・「エコロ
ジー経済学」や「企業経営と良
心」などの科目も設置されて

科目が設置されている点で
す。教育と研究は切り離せな
いとは言うものの、実際には、
両者を有機的に結びつけ、か
つ優れた研究成果を生み出
すのは容易ではありません。
だからこそ、CRPFにかかる期
待は大きいのです。研究推進
部長の立場としては、素晴らし
い研究成果を出して欲しい、そ
う願っています。

―CRPFの教育におけるこの
1年間の活動内容や進展につ
いてお聞かせください。
馬場：2021年度に、高等研究
教育院ではALA科目群が大
学院共通科目として開設され
ました。広い視野と高い精神
を培うリベラルアーツ教育の
理念に則り、「良心」を精神的
支柱に、現代社会で活躍でき
る人材育成の実現を意図して
進められました。この科目群
には、カーボンリサイクルなど
の重要な社会課題の解決を
目的とした技術開発やその成
果を社会実装に取り組むため
の広い視野と高い想像力を
もった研究者、技術者あるい

た。しかし近年、大気中のCO₂
濃度の上昇が地球温暖化に
影響しているという予測モデ
ルを発表した真鍋淑郎先生が
ノーベル物理学賞を受賞する
など、環境問題への関心が高
まっています。2022年2月には
「カーボンニュートラルマネジ
メント人材育成に向けた産官
学勉強会」を、経済産業省・大
学連携推進室からのお声が
けで開催しました。その場で経
済産業省の方には、本学の研
究活動が先進的だと評価をい
ただいており、関心が高まって
きていると感じています。

―後藤教授の研究から端を発
して全学的な教育研究の仕組
みに発展したCRPFについて、
研究推進部長の野口教授はど
のようにお考えでしょうか。
野口：私は2008年に生命医科
学部が設立されるまで、後藤
教授と同じ環境システム学科
に在籍していました。生体物質
に酸素が過剰に結合すること
が病気の原因となる、酸化ス
トレスのメカニズムや、酸化状
態を解消する抗酸化について
研究しています。CO₂から酸素
を分離する反応を対象として
いる点で研究内容に親和性
があると、後藤教授のお話を
聞いて感じていました。後藤
教授の技術は、地球上のあら
ゆる人の未来を描けるような
素晴らしいものではないで
しょうか。
　環境問題は、自然科学系の
研究者・学生だけの課題では
ありません。全学を挙げての
課題です。それを体現したの
がCRPFだと考えています。
CRPFのユニークな点は、教育

す。これは、企業のさまざまな
ご要望を聞いて我々が新しい
カリキュラムを組むというもの
です。フューチャーデザイン演
習では、いわゆるバックキャス
ティングという、未来予測を元
に、予測地点に達成するため
に必要な技術を検討する手法
を取っています。実はこの演習
の中で話し合われたアイデア
を特許出願しました。企業の
ニーズに基づいて、講義を行
う研究者の選定とカリキュラ
ム構成をしているので、講義を
通じてこのような成果を出すこ
とができます。フューチャーデ
ザイン演習自体は完全にオー
プンですので、講義自体には
守秘義務が一切ありません。
出てきたアイデアを使って、企
業が実用化を目指す際、研究
者と企業で共同研究が新たに
始まります。人材教育を出発
点にした研究についてこれま
で企業からの関心は低かった
のですが、技術だけでなく人
も一緒に育てる機運が高まっ
ています。即効性のある既存
技術の活用だけでなく、CRPF
の長期的な人材育成と研究
開発を同時に行える取り組み
に今後も注目していただきた
いです。

にサイエンスコミュニケーター
科目を展開することを検討し
なければと感じています。学部
生として身に付けた能力を、
ALA科目として大学院生や社
会人になっても継続して学べ
る仕組みが必要だということ
です。こういう仕組みを作れ
ば、大学院生の学ぶ意欲にも
変化を生み出せるのではない
でしょうか。大学院生ともなる
と専門の研究で多忙となり、
例えば、理工系の大学院生に
経営学を学ぶことを勧めて
も、手が回らない、という思い
に囚われてしまう人も少なく
ありません。学部生のうちに他
学部の学生と議論を重ねる経
験をしていれば、自然と専門
分野以外の学問へも興味が
湧き、学ぶ意欲を持った大学
院生が増えると思います。
後藤：CRPFの目的の1つに、
イノベーション人材の育成を
掲げています。イノベーション
とは世界で初めてのことを推
進していくことです。つまり、多
くの人にその技術や取り組み
を理解してもらう必要がありま
す。野口教授のおっしゃる通
り、伝える能力が非常に重要
だと実感しています。
　本コースのもう1つのポイン
トは『テーラーメイド教育』で

の方にも役に立つような講義
にしたいと思っています。人間
の行動の一般的な原理を頭に
入れておくと、交渉相手の行
動の理由や今後の行動の予
測ができ、対処方法を見出す
ことができます。理論を学ぶこ
とは、営業を含めた企業のあ
らゆる交渉やコミュニケー
ションの場で役立つはずです。
野口：髙杉教授のお話から、
交渉などの場においては、専
門家ではない相手とコミュニ
ケーションをとる能力も重要
だということがわかります。新
しい研究成果が出たときに、
その魅力を多くの人に理解さ
れる方法で伝えなければいけ
ません。それは専門家同士、
マーケティング担当者、そして
一般の人たちと対象が変わ
るとその伝え方も当然変わり
ます。相手がどれくらい理解し
ているかを知ることも重要と
なります。私の所属する生命
医科学部では、こういった能
力の育成を目標として、『サイ
エンスコミュニケーター養成
副専攻』を設置しており、生命
医科学部に加えて、人文社会
科学系学部の学生も参加して
共に学んでいます。
　この副専攻は学部生を対
象としていますが、ALA科目群

際紛争の解決は大きな目標で
すが、国家を代表する外交交
渉の専門家だけでなく、産業
界における標準策定の際の交
渉や、企業間での交渉など市
民一人ひとりが交渉と調停の
能力を会得する必要があると
考えています。そこで、理論を座
学で学んだ後に、具体的な事
例を使って模擬交渉と模擬調
停のロールプレイを行うという
実践的な内容にしています。
　この授業では1班2～3名で
作業を行いますが、その中で
社会人と大学院生との間で濃
密なコミュニケーションが求
められます。社会人は大学院
生に対して、メンター的な役割
を担うため、指導者に必要な
技術が向上します。大学院生
は、社会人とのコミュニケー
ションを通じて社会人として必
要とされるマナーや作法を身
に付けることができます。ま
た、文系と理系で発想が違う
ことに気づき、新しいアイデア
に触れる格好の機会となって
います。授業終了後のアン
ケートでは、相手の本音を聞
き出したり、共感を得たりする
方法がわかり、今後の仕事や
実生活にも役立つといった
フィードバックを受講生からい
ただいています。

―社会人の方は、どのような
バックグラウンドの方が参加
されていますか。
髙杉：技術系の方が多い印象
です。会社内ではチームで動
きますので、人間関係やコミュ
ニケーションが仕事の上で重
要だと感じて参加されたよう
です。私としましては、技術系
だけではなく、その他の職種

考えられる人材を育てたい。
この想いにご賛同いただける
方は、一度お話をする機会を
いただければと思います。
髙杉：後藤教授のお話はその
通りだと実感します。将来世代
も含めて人々が幸せに暮らす
にはどうすればいいか、を考
えるのが我々の役割です。
　CRPFは産官学連携による
研究だけではなく教育、そして
本学発の研究成果の社会実
装を目的としているところに
注目していただきたいです。
塚越：大学の責務として、教
育、研究、社会貢献の３つとい
われることがありますが、なか
なか社会貢献までは難しいと
ころがあります。この教育研究
プラットフォームでは教育研
究を通じた社会貢献を、地域
社会・企業・大学で、「カーボン
リサイクル」を通じて実践して
いこうとしています。教育、研
究、社会貢献のシナジー効果
を生み出しながら、次の世界
を目指していくという取り組み
です。
　本学は、プラットフォームの
中核として、学内外の皆さまと
ともに新たな成果を生み出
し、推進してまいります。

―本日はありがとうございま
した。 

　CRPFにご賛同いただいた
研究機関・企業とは個別に秘
密保持契約を締結しているの
ですが、このフォーラムでは参
加者が、フォーラムの研究テー
マに沿って、個別の技術情報
などをできる範囲で開示・共有
し、新たなCO₂リサイクルモデ
ルをフォーラム参加者全体で
作り、展開していくようなことを
考えています。

―学外の研究機関や企業へ
のメッセージがあればお話い
ただけますか。
後藤：カーボンニュートラルに
関する取り組みは始まったば
かりで、まだ先行きが見えず
企業側からすれば参画しにく
い部分があります。CRPFはま
だ小さなグループですので、
恐らく学外の研究機関や企業
から見ると課題があるでしょ
う。だからこそ、知恵を貸して
いただき我々と一緒にその課
題を乗り越えて研究成果を生
み出していきたいと思います。
また、環境問題はその変化が
少しずつであるがゆえに、特
に年長者に先送りの意識が働
きやすいのではないかと感じ
ています。その意識を変えてい
きたいという非常に強い思い
を持って取り組んでいます。大
学の創設者である新島襄の
良心教育に立ち返り、未来を

す。CO₂を気体・液体で土中な
どに貯蔵するCCS（Carbon 
dioxide Capture and Storage）
技術に比べて、貯蔵容積が小
さく済ませることができます。
この技術を核に、CO₂の証券
化やカーボン取引などの金
融・経済分野、それに伴う法整
備といった法学分野の専門家
の力を借りて、研究の裾野を
広げ、地域の活性化に繋がる
仕組みを作ることができれば
嬉しいです。

―CRPFの課題や今後の計画
についてお聞かせください。
馬場：基礎研究を超え、社会
実装まで視野に入れた技術開
発のフェーズにある課題に対
しては、研究室や研究センター
という枠組みより大きく、また
分野横断的で産官学地域の
組織的連携による相乗効果を
見込め、さらに人材育成プロ
グラムも含めた教育研究プ
ラットフォームという体制で挑
むのが効率的でしょう。本学の
第一号としてCRPFが良いお
手本となることで、第二、第三
のプラットフォームが誕生した
時にも、相応しい教育科目を
準備し提供することができる
ように努めたいです。
後藤：研究面では６月１日付
で、技術フォーラムが立ち上が
りました。このフォーラムでは
「CO₂電解」「熱マネージメン
ト」を研究テーマとしています。
「CO₂電解」はCO₂を出発物質
とし、炭素材料や燃料を作り
分けるような技術について、
「熱マネージメント」は先ほど
お話しした地域でのエネル
ギー活用のアイデアについて
研究を進めていきます。

―教育面について伺ってまい
りましたが、続いて技術フォー
ラムや研究連携プロジェクト
についてお伺いします。まず
核となる技術である「カーボ
ンエネルギーリサイクルバン
ク」　　についてご教示くだ
さい。
後藤：私たちが提案したのは、 
CO₂の回収・分解・再資源化、
さらには水や窒素を分解して
水素やアンモニア生成を効率
的に実現するエネルギー貯
蔵・物質変換装置です。再生
可能エネルギーだけではな
く、廃熱を利用した熱源給電
システムを作り、物質の再資
源化や分解に必要な熱や電
力を賄うというものです。
　このアイデアは、フュー
チャーデザイン演習内で生ま
れました。これまでの大きなエ
ネルギープラントは、地方に
あるにもかかわらず、都市部
に供給するだけで地域に利益
がもたらされないという現状
があります。そこで、地域で排
出される熱や産出される再生
可能エネルギーを利用して、
CO₂の分解や水素・アンモニ
アの生産を行うことで地域社
会・経済が主体となるネット
ワークの形成を目指していま
す。このアイデアでは、e-fuel
（水を電気分解して得た水素
とCO₂を合成した液体燃料）と
することも検討しています。
　また、CO₂回収という面で
は、CO₂分解技術を適用する
と、個体の炭素だけが残りま
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カーボンニュートラルの
実現に向けて
産官学が動き出す。

文理の院生と若手の企業人が
バックキャスティングする
フューチャーデザイン演習

図 1 アドバンスト・リベラルアーツ（ALA）教育の概念図

図 2 フューチャーデザイン演習の学びに関する図

フューチャーデザイン演習
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④企業経営と良心
⑤ダイバーシティ・マネジメント
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・環境の心理的影響
・人の発達・成長・老化
・企業経営

基礎科目

①「次の環境」特別講義
②SDGsのための
　知的研究開発手法

・再生可能エネルギー利用
・企業のSDGsマネジメント
・原子力開発
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・自然資源開発（水問題等）
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環境技術科目地球環境科目

①現代世界を読み解く
　ためのリテラシー
②国際紛争と調停の理論と実践

・経済格差 /南北問題
・イスラム社会との交流
・移民問題 /人権問題
・ESG（環境・社会・企業統治）

アイデア➡プロトタイピング

未来予測➡社会変化仮説
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を務める後藤教授の研究や
考え方が深く関わっていま
す。後藤教授のこれまでの取
り組みについて、お聞かせく
ださい。
後藤：私が所属する理工学部
環境システム学科では、環境
に資する科学技術について研
究をしています。私は酸化物を
はじめとする化合物の合成や
分解を通じて、一般には不要
物とされるものの再資源化に
関する研究に取り組んできま
した。地球温暖化の原因物質
とされるCO₂も酸化物の1つ
で、それを酸素と炭素に分解
できます。分解して得られた炭
素同位体を黒鉛やダイヤモン
ドにすることができれば原材
料として有効活用できます。こ
ういった研究に取り組むこと
で、環境問題解決に資するの
ではないかと考えていました。
ダイレクトカーボン型燃料電
池（DCFC）という石炭（炭素）
を燃料にした電池があるので
すが、その燃料にCO₂を分解
した炭素を使う技術を2014年
ごろに提案しましたが、当時は
あまり反響がありませんでし

力・提案力を持った未来のイノ
ベーターやアントレプレナー
を育むための本学独自の新し
い大学院教育プログラムで
す。このプログラムは教員・学
生だけでなく、社会人や企業
人の方も参加した講義・演習
を行い、社会課題の解決に取
り組み、貢献できる人材の育
成を目指しています。
　技術フォーラムは、国立研
究機関・自治体・企業などと連
携し、複雑化する環境・エネル
ギー問題の解決に向けて、情
報交換等の場として機能する
ものです。国内外の環境に関
する新しい知見や、プラット
フォームで生まれた技術に関
する情報を共有します。
　研究連携プロジェクトは、
「組織」対「組織」の共同研究
の実現を図るために設けられ
ました。この活動に賛同いた
だいた企業の特徴的な領域
と本学の先進的な分野をマッ
チングさせることで、革新的な
技術基盤の形成を目指してい
ます。

―CRPF設立の発端は、代表

　さらに、同年に「次の環境」
研究センター長である理工学
部の後藤教授の取り組みが、
NEDOのカーボンリサイクル
技術の共通基盤技術開発事
業に、国立研究開発法人産業
技術総合研究所と共同で採
択されました。
　このように、カーボンリサイ
クルをはじめとした環境問題
解決に資する本学の研究活
動に、国や産業界からの期待
が高まっていきました。社会の
要請に一層応えるべく、2021
年6月に「同志社大学カーボン
リサイクル教育研究プラット
フォーム」（以下、CRPF）を設
立したのです。

―CRPFの概要について教え
てください。
塚越：CRPFは、理工学部の後
藤教授を代表として、アドバン
スト・リベラルアーツ（ALA）教
育　　、技術フォーラム、研究
連携プロジェクトという３つの
仕組みで構成されています。
　ALA教育は、本学の創立者
である新島襄が掲げた「良心
教育」に基づき、柔軟な想像

―本日は、同志社大学のカー
ボンリサイクルへの取り組み
についてお話を伺ってまいり
ます。カーボンリサイクル技術
は、気候変動問題を解決する
ものとして注目を集めていま
すが、同志社大学での近年の
取り組みについて教えてくだ
さい。
髙杉：2020年に当時の菅義偉
首相が所信表明演説の中で、
2050年にカーボンニュートラ
ルを達成することを目指すと
宣言されました。これ以前に
も、日本政府は気候変動対策
として温室効果ガスの排出量
削減を目標に掲げてきました
が、より具体的に、産業界を巻
き込んだ脱炭素化に取り組む
という日本の姿勢が示されま
した。
　本学でも、自然科学系だけ
でなく人文社会科学系の研究
者たちも、各々の専門分野か
ら地球温暖化やその対策につ
いて教育・研究を進めてきまし
た。この流れがさらに加速し
たのが2020年です。3月にダイ
キン工業株式会社と、「次の環
境」をテーマにした実践的研
究開発およびイノベーション
人材育成を目指し、包括的連
携協力に関する協定書を締結
し、4月には『同志社－ダイキン
「次の環境」研究センター』を
京田辺キャンパスに開設しま
した。この研究センターが取り
組む主要な研究テーマの1つ
が、CO₂を回収・分解・再利用
する新技術の開発です。

います。この科目群の履修を
通じて、多様化する社会課題
に取り組み、解決策を立案で
きる人物に育ってほしいと願
います。
　また、このような教育が行え
るのは、日ごろから本学の教
員が大学院生や企業の方 と々
ともに、価値ある研究成果を
出してきた実績・基盤がある
からだと思います。技術フォー
ラムや研究連携プロジェクト
の場で、学術、基礎科学の成
果が社会実装に向かうプロセ
スを実体験できることになる
ため、教育・人材育成の面で
大きな効果をもたらすと期待
しています。

―髙杉教授は、この教育コー
スで「国際紛争と調停の理論
と実践」の講義を担当されて
います。講義の特徴、講義をさ
れたご感想など、お聞かせい
ただけますか？
髙杉：国際的な紛争の解決、
特に裁判外での紛争解決方
法について講義しています。世
界の現状として、環境問題や
資源を巡る国際的な紛争が絶
えません。このような紛争の平
和的な解決を目指して、協力
的な枠組み作りや、効果的な
交渉を行うための能力を習得
することが講義の目的です。国

は起業家を育成する「次の環
境」協創コースがあります。設
置科目の中には、本学の文
系・理系の大学院生と企業に
所属する若手社会人の方々
が共に学ぶ「フューチャーデ
ザイン演習」　　があります。
この科目では、環境問題など
課題に応じた新たな技術アイ
デアについて具現化していく
ための設計を行います。文理
融合、社会人との共創が1つ
の形になった科目でとても人
気があります。
　他にもユニークな科目が設
置されています。かつて日本
は、戦後復興や経済成長を重
視し過ぎたことなどにより、有
害排水や光化学スモッグなど
の局所的ですが強烈な環境
問題を引き起こしてしまいまし
た。しかも、その問題の把握、
改善あるいは解決が遅れ、被
害が大きくなったという苦い
経験をしています。このこと
は、研究や技術開発、社会実
装の各場面において、本学の
建学の精神でもある「良心」を
常に意識しておくことが、とて
も大切であることを教えてくれ
ているように思います。このよ
うな観点から、ALA科目群に
は、「科学と良心」・「エコロ
ジー経済学」や「企業経営と良
心」などの科目も設置されて

科目が設置されている点で
す。教育と研究は切り離せな
いとは言うものの、実際には、
両者を有機的に結びつけ、か
つ優れた研究成果を生み出
すのは容易ではありません。
だからこそ、CRPFにかかる期
待は大きいのです。研究推進
部長の立場としては、素晴らし
い研究成果を出して欲しい、そ
う願っています。

―CRPFの教育におけるこの
1年間の活動内容や進展につ
いてお聞かせください。
馬場：2021年度に、高等研究
教育院ではALA科目群が大
学院共通科目として開設され
ました。広い視野と高い精神
を培うリベラルアーツ教育の
理念に則り、「良心」を精神的
支柱に、現代社会で活躍でき
る人材育成の実現を意図して
進められました。この科目群
には、カーボンリサイクルなど
の重要な社会課題の解決を
目的とした技術開発やその成
果を社会実装に取り組むため
の広い視野と高い想像力を
もった研究者、技術者あるい

た。しかし近年、大気中のCO₂
濃度の上昇が地球温暖化に
影響しているという予測モデ
ルを発表した真鍋淑郎先生が
ノーベル物理学賞を受賞する
など、環境問題への関心が高
まっています。2022年2月には
「カーボンニュートラルマネジ
メント人材育成に向けた産官
学勉強会」を、経済産業省・大
学連携推進室からのお声が
けで開催しました。その場で経
済産業省の方には、本学の研
究活動が先進的だと評価をい
ただいており、関心が高まって
きていると感じています。

―後藤教授の研究から端を発
して全学的な教育研究の仕組
みに発展したCRPFについて、
研究推進部長の野口教授はど
のようにお考えでしょうか。
野口：私は2008年に生命医科
学部が設立されるまで、後藤
教授と同じ環境システム学科
に在籍していました。生体物質
に酸素が過剰に結合すること
が病気の原因となる、酸化ス
トレスのメカニズムや、酸化状
態を解消する抗酸化について
研究しています。CO₂から酸素
を分離する反応を対象として
いる点で研究内容に親和性
があると、後藤教授のお話を
聞いて感じていました。後藤
教授の技術は、地球上のあら
ゆる人の未来を描けるような
素晴らしいものではないで
しょうか。
　環境問題は、自然科学系の
研究者・学生だけの課題では
ありません。全学を挙げての
課題です。それを体現したの
がCRPFだと考えています。
CRPFのユニークな点は、教育

す。これは、企業のさまざまな
ご要望を聞いて我々が新しい
カリキュラムを組むというもの
です。フューチャーデザイン演
習では、いわゆるバックキャス
ティングという、未来予測を元
に、予測地点に達成するため
に必要な技術を検討する手法
を取っています。実はこの演習
の中で話し合われたアイデア
を特許出願しました。企業の
ニーズに基づいて、講義を行
う研究者の選定とカリキュラ
ム構成をしているので、講義を
通じてこのような成果を出すこ
とができます。フューチャーデ
ザイン演習自体は完全にオー
プンですので、講義自体には
守秘義務が一切ありません。
出てきたアイデアを使って、企
業が実用化を目指す際、研究
者と企業で共同研究が新たに
始まります。人材教育を出発
点にした研究についてこれま
で企業からの関心は低かった
のですが、技術だけでなく人
も一緒に育てる機運が高まっ
ています。即効性のある既存
技術の活用だけでなく、CRPF
の長期的な人材育成と研究
開発を同時に行える取り組み
に今後も注目していただきた
いです。

にサイエンスコミュニケーター
科目を展開することを検討し
なければと感じています。学部
生として身に付けた能力を、
ALA科目として大学院生や社
会人になっても継続して学べ
る仕組みが必要だということ
です。こういう仕組みを作れ
ば、大学院生の学ぶ意欲にも
変化を生み出せるのではない
でしょうか。大学院生ともなる
と専門の研究で多忙となり、
例えば、理工系の大学院生に
経営学を学ぶことを勧めて
も、手が回らない、という思い
に囚われてしまう人も少なく
ありません。学部生のうちに他
学部の学生と議論を重ねる経
験をしていれば、自然と専門
分野以外の学問へも興味が
湧き、学ぶ意欲を持った大学
院生が増えると思います。
後藤：CRPFの目的の1つに、
イノベーション人材の育成を
掲げています。イノベーション
とは世界で初めてのことを推
進していくことです。つまり、多
くの人にその技術や取り組み
を理解してもらう必要がありま
す。野口教授のおっしゃる通
り、伝える能力が非常に重要
だと実感しています。
　本コースのもう1つのポイン
トは『テーラーメイド教育』で

の方にも役に立つような講義
にしたいと思っています。人間
の行動の一般的な原理を頭に
入れておくと、交渉相手の行
動の理由や今後の行動の予
測ができ、対処方法を見出す
ことができます。理論を学ぶこ
とは、営業を含めた企業のあ
らゆる交渉やコミュニケー
ションの場で役立つはずです。
野口：髙杉教授のお話から、
交渉などの場においては、専
門家ではない相手とコミュニ
ケーションをとる能力も重要
だということがわかります。新
しい研究成果が出たときに、
その魅力を多くの人に理解さ
れる方法で伝えなければいけ
ません。それは専門家同士、
マーケティング担当者、そして
一般の人たちと対象が変わ
るとその伝え方も当然変わり
ます。相手がどれくらい理解し
ているかを知ることも重要と
なります。私の所属する生命
医科学部では、こういった能
力の育成を目標として、『サイ
エンスコミュニケーター養成
副専攻』を設置しており、生命
医科学部に加えて、人文社会
科学系学部の学生も参加して
共に学んでいます。
　この副専攻は学部生を対
象としていますが、ALA科目群

際紛争の解決は大きな目標で
すが、国家を代表する外交交
渉の専門家だけでなく、産業
界における標準策定の際の交
渉や、企業間での交渉など市
民一人ひとりが交渉と調停の
能力を会得する必要があると
考えています。そこで、理論を座
学で学んだ後に、具体的な事
例を使って模擬交渉と模擬調
停のロールプレイを行うという
実践的な内容にしています。
　この授業では1班2～3名で
作業を行いますが、その中で
社会人と大学院生との間で濃
密なコミュニケーションが求
められます。社会人は大学院
生に対して、メンター的な役割
を担うため、指導者に必要な
技術が向上します。大学院生
は、社会人とのコミュニケー
ションを通じて社会人として必
要とされるマナーや作法を身
に付けることができます。ま
た、文系と理系で発想が違う
ことに気づき、新しいアイデア
に触れる格好の機会となって
います。授業終了後のアン
ケートでは、相手の本音を聞
き出したり、共感を得たりする
方法がわかり、今後の仕事や
実生活にも役立つといった
フィードバックを受講生からい
ただいています。

―社会人の方は、どのような
バックグラウンドの方が参加
されていますか。
髙杉：技術系の方が多い印象
です。会社内ではチームで動
きますので、人間関係やコミュ
ニケーションが仕事の上で重
要だと感じて参加されたよう
です。私としましては、技術系
だけではなく、その他の職種

考えられる人材を育てたい。
この想いにご賛同いただける
方は、一度お話をする機会を
いただければと思います。
髙杉：後藤教授のお話はその
通りだと実感します。将来世代
も含めて人々が幸せに暮らす
にはどうすればいいか、を考
えるのが我々の役割です。
　CRPFは産官学連携による
研究だけではなく教育、そして
本学発の研究成果の社会実
装を目的としているところに
注目していただきたいです。
塚越：大学の責務として、教
育、研究、社会貢献の３つとい
われることがありますが、なか
なか社会貢献までは難しいと
ころがあります。この教育研究
プラットフォームでは教育研
究を通じた社会貢献を、地域
社会・企業・大学で、「カーボン
リサイクル」を通じて実践して
いこうとしています。教育、研
究、社会貢献のシナジー効果
を生み出しながら、次の世界
を目指していくという取り組み
です。
　本学は、プラットフォームの
中核として、学内外の皆さまと
ともに新たな成果を生み出
し、推進してまいります。

―本日はありがとうございま
した。 

　CRPFにご賛同いただいた
研究機関・企業とは個別に秘
密保持契約を締結しているの
ですが、このフォーラムでは参
加者が、フォーラムの研究テー
マに沿って、個別の技術情報
などをできる範囲で開示・共有
し、新たなCO₂リサイクルモデ
ルをフォーラム参加者全体で
作り、展開していくようなことを
考えています。

―学外の研究機関や企業へ
のメッセージがあればお話い
ただけますか。
後藤：カーボンニュートラルに
関する取り組みは始まったば
かりで、まだ先行きが見えず
企業側からすれば参画しにく
い部分があります。CRPFはま
だ小さなグループですので、
恐らく学外の研究機関や企業
から見ると課題があるでしょ
う。だからこそ、知恵を貸して
いただき我々と一緒にその課
題を乗り越えて研究成果を生
み出していきたいと思います。
また、環境問題はその変化が
少しずつであるがゆえに、特
に年長者に先送りの意識が働
きやすいのではないかと感じ
ています。その意識を変えてい
きたいという非常に強い思い
を持って取り組んでいます。大
学の創設者である新島襄の
良心教育に立ち返り、未来を

す。CO₂を気体・液体で土中な
どに貯蔵するCCS（Carbon 
dioxide Capture and Storage）
技術に比べて、貯蔵容積が小
さく済ませることができます。
この技術を核に、CO₂の証券
化やカーボン取引などの金
融・経済分野、それに伴う法整
備といった法学分野の専門家
の力を借りて、研究の裾野を
広げ、地域の活性化に繋がる
仕組みを作ることができれば
嬉しいです。

―CRPFの課題や今後の計画
についてお聞かせください。
馬場：基礎研究を超え、社会
実装まで視野に入れた技術開
発のフェーズにある課題に対
しては、研究室や研究センター
という枠組みより大きく、また
分野横断的で産官学地域の
組織的連携による相乗効果を
見込め、さらに人材育成プロ
グラムも含めた教育研究プ
ラットフォームという体制で挑
むのが効率的でしょう。本学の
第一号としてCRPFが良いお
手本となることで、第二、第三
のプラットフォームが誕生した
時にも、相応しい教育科目を
準備し提供することができる
ように努めたいです。
後藤：研究面では６月１日付
で、技術フォーラムが立ち上が
りました。このフォーラムでは
「CO₂電解」「熱マネージメン
ト」を研究テーマとしています。
「CO₂電解」はCO₂を出発物質
とし、炭素材料や燃料を作り
分けるような技術について、
「熱マネージメント」は先ほど
お話しした地域でのエネル
ギー活用のアイデアについて
研究を進めていきます。

―教育面について伺ってまい
りましたが、続いて技術フォー
ラムや研究連携プロジェクト
についてお伺いします。まず
核となる技術である「カーボ
ンエネルギーリサイクルバン
ク」　　についてご教示くだ
さい。
後藤：私たちが提案したのは、 
CO₂の回収・分解・再資源化、
さらには水や窒素を分解して
水素やアンモニア生成を効率
的に実現するエネルギー貯
蔵・物質変換装置です。再生
可能エネルギーだけではな
く、廃熱を利用した熱源給電
システムを作り、物質の再資
源化や分解に必要な熱や電
力を賄うというものです。
　このアイデアは、フュー
チャーデザイン演習内で生ま
れました。これまでの大きなエ
ネルギープラントは、地方に
あるにもかかわらず、都市部
に供給するだけで地域に利益
がもたらされないという現状
があります。そこで、地域で排
出される熱や産出される再生
可能エネルギーを利用して、
CO₂の分解や水素・アンモニ
アの生産を行うことで地域社
会・経済が主体となるネット
ワークの形成を目指していま
す。このアイデアでは、e-fuel
（水を電気分解して得た水素
とCO₂を合成した液体燃料）と
することも検討しています。
　また、CO₂回収という面で
は、CO₂分解技術を適用する
と、個体の炭素だけが残りま

図 3

巻頭特集

図 3 カーボンエネルギーリサイクルバンク（CERB）のイメージ
教育研究と社会貢献、
地域連携が組み合わさり、
シナジー効果を発揮する。

最新の情報は同志社大学カーボンリサイクル教育研究
プラットフォームのWEBサイト（https://crpf-doshisha.com/）

でご案内しています。
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　同志社大学研究開発推進機構は、2022年4月より、持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）の17のゴールを目指した「“諸君ヨ、人一人ハ
大切ナリ” 同志社大学 SDGs研究」プロジェクトを始動させました。同志社大学のルーツとなる同志社英学校の創立者、新島襄は、「諸君ヨ、人一人ハ大切ナリ」という
言葉を遺していますが、その本質はSDGs取り組みの過程で、「誰一人取り残さない（no one will be left behind）」ことを誓っていることに通じます。本プロジェクトは、
同志社大学創立150周年となる2025年にむけた研究力向上への取り組みの一環として2022年度より3年間継続して実施します。SDGsのゴールを目指した本学の多
様な研究を推進し、地域や産業界等とのさまざまな連携へと発展させていきます。

　3月8日（火）に、第８回「新ビジネス」フォーラムを開催しました。当初、東京オフィスでの対面開催とオンライン開催のハイブリッド
開催を予定しておりましたが、新型コロナウイルスの感染状況に鑑み、昨年同様、オンラインのみの開催となりました。
　今回は、「ものづくりを進化させる先端複合・高機能材料」と題し、同志社大学 先端複合材料研究センターに所属する理工学部
の教員５名より、それぞれの研究シーズを紹介しました。
　最初の講演として、リエゾンオフィス所長でもある加藤 将樹教授より、「熱電変換特性を示す機能性酸化物の新展開」をテー
マに、機能性酸化物の構造を制御すると、どのように変換効率が高められるか、化学的な「ものづくり」による材料の特性変化につ
いて紹介しました。
　2つ目の講演として、湯浅 元仁准教授より、「様々なスケールでの複合・複相化による金属材料の高機能化」をテーマに、電気
めっきを活用したナノスケールでの金属材料の複合・複相化の技術とその特性、ならびにマイクロスケールの従来の複合化が金
属電極特性に及ぼす影響を紹介しました。
　3つ目の講演として、小武内 清貴准教授からは、「異なるス
ケールの強化材を用いた複合材料の高性能化」をテーマに、微
細な繊維系強化材をCFRP（炭素繊維強化プラスチック）に添
加した例について紹介しました。
　4つ目の講演として、中村 守正准教授より、「ダイヤモンドライク
カーボンの膜質制御」をテーマに、非常に広範な特性を有する
DLC膜の、形成条件による膜質制御について紹介しました。
　最後の講演として、先端複合材料研究センター長でもある田中 
達也教授より、「脱炭素社会に求められる先端複合材料の高機能
化」をテーマに、ライフサイクルでの環境負荷を少なくしつつ高機
能化を目指す先端複合材料研究の一端を紹介しました。
　急遽オンラインのみの開催へ変更したにも関わらず、多くの
申し込みを受け、当日は81名に参加いただきました。開催後もさ
まざまなお問い合わせを受けており、この分野に対する企業の
関心の高さを実感できるフォーラムとなりました。今後の産学連
携および研究成果の実用化への進展が大いに期待されます。

2022年3月8日（火） オンライン

第８回 同志社大学
「新ビジネス」フォーラムを開催 All Doshisha Research Model 2025

「“諸君ヨ、人一人ハ大切ナリ” 同志社大学 SDGs 研究」
プロジェクト始動！
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4月から知的財産センター所長を拝命しました。約10年前には副所
長を務めました。その当時と比べ、大学発ベンチャー企業の活動が
本格的になり、また、社会実装に繋がる知的財産が増えていると感
じています。その分、当センターの業務も複雑化しており、今は理解
するだけで精一杯の状況ですが、当センターおよびリエゾンオフィ
スのスタッフと協力しながら、弊学の研究シーズの社会還元を一
層進めるべく努めてまいります。

宮本　博之

知的財産センター所長
理工学部
機械システム工学科 教授

みやもと ひろゆき

4月に着任いたしました。非鉄金属メーカーの法務全般や法律系
出版社のコンテンツ開発など、１０数年“リーガル”の世界に携わっ
ています。企業や官公庁など 多様な連携先や、複眼的な視点で契
約を検討する作業は新鮮で、ベテラン先輩の熱血指導を受け修行
の毎日です。キャンパスに集う学生さんや研究者の皆さまの顔を思
い浮かべながら、業務に精励したいと思います。
毎年、夏休みは北海道を自転車でツーリングしています。

岩崎　真郷

法務コーディネーター

いわさき まさと

4月に着任いたしました。前職では、デバイスの要素技術、無機材
料の開発などに携わり、大学・企業との共同研究、NEDO事業への
参画、新規事業の立ち上げを経験して参りました。
大学での教育・研究・社会実装活動が今後ますます重要になると
考える中、これまでの経験を活かし、それら活動の充実、発展に貢
献できるよう努めて参りますので、よろしくお願いいたします。

古川　和彦

リエゾンオフィス
産官学連携コーディネーター

研究開発推進機構
リサーチ・アドミニストレーター
（URA）

ふるかわ かずひこ

5月にURAとして着任しました。電機メーカーで半導体設計技術の開
発や半導体応用商品の開発・事業化に29年間携わり、この間、産官学
コンソーシアムにて半導体設計技術の標準化や、大学との共同研究を
行いました。このような経験を経て、大学へ移り大学改革推進や産学
連携活動に1年間従事しました。自身のこれまでの経験を活かし、同志
社大学の博士後期課程学生・若手研究者の研究支援とキャリアパス
形成に尽力したいと思います。どうぞ宜しくお願いいたします。

中林　太美世
なかばやし た み よ

着
任
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第８回
同志社大学
「新ビジネス」フォーラム

ものづくりを進化させる
先端複合・高機能材料

加藤 将樹 教授

湯浅 元仁 准教授 小武内 清貴 准教授

田中 達也 教授中村 守正 准教授

倫理的消費・ジェンダー・ベーシックインカム 経済学部 教授  山森 亮

SARS-CoV-2のSタンパク受容体結合部位を標的とした新規COVID-19治療薬の開発 生命医科学部 助教 髙橋 美帆

ネクスト「深山大沢」プロジェクト──良心の概念拡張と新たな実践 神学部 教授  小原 克博

ジェンダー平等と貧困削減に資するフェアトレードのあり方とは？ 政策学部 教授  岡本 由美子

環境負荷の小さな水中のパーフルオロアルキル化合物の新規分離系の開発 理工学部 教授  松本 道明

木質バイオマスを有効活用するための新奇触媒反応の開発 生命医科学部 教授 大江 洋平

サステナブル投資によるサプライチェーンの透明化 －人権デューデリジェンスの視点から－ 政策学部 教授  足立 光生

Exploring the value of the SDGs in Firms; Exploring Firm/Employee value calculations ビジネス研究科 教授 SUGAI Philip 

レーザ誘起グラフェンを用いた構造化スーパキャパシタの創製とその評価 理工学部 准教授 小武内 清貴

大学における「誰一人取り残さない」ためのアクセシビリティを考える
―「場」としての大学へのアクセシビリティ保障を目指して

法学部 教授  梶山 玉香

京都の「地蔵祠」から学ぶ持続可能な地域コミュニティのあり方に関する研究 社会学部 教授  竹内 幸絵

Garden-Based Learning and the Impact of Nature on University Students in Japan 社会学部 准教授 STEVENSON III
William Robert 

京都市における子ども・若者主導の気候市民会議の実践的研究 政策学部 助教  西山 渓

Z世代の価値観タイプの違いとSDGsに対する意識：SDGsの浸透に向けた検討のために 商学部 教授  髙橋 広行

森林保全に資する次世代育成プログラム開発に関する研究 商学部 教授  瓜生原 葉子

京都の民族学校と地域社会の関係構築のための研究 社会学部 教授  板垣 竜太

竹林SDGsを通じたグリーンコモンズの創造 政策学部 教授  大和田 順子

関連する主なSDGs研究課題名 研究代表者
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●   感情認識AIの開発と社会実装をめぐる日英の比較研究
●   マルチ・スピーシーズ社会における法的責任分配原理共同研究
   （人工エージェントとのインタラクションを通した人間主体の形成についての文化人類学的研究を担当）
●   MODEL EMOTION（ケンブリッジ大ダニエル・ホワイト氏との共同プロジェクト）

https://kendb.doshisha.ac.jp/pro

file/ja.826d0c483de837bd.html

研究者DB

勝野 宏史  社会学部 メディア学科 准教授
専攻分野 メディア人類学

研究テーマ

くという認識だったので、『日本的な
要素がどうしてこんなに受け入れら
れるのだろう』と、メディア文化研究
に興味が湧きました。また、所属して
いた大学で開催されたポケモンの
シンポジウムに参加し、ポケモンが
世界各国でどのように受け入れら
れているのかを7～8カ国のメン
バーで共同研究し、成果を1冊の本
にまとめて発表しました。そのプロ
ジェクトに参加したのをきっかけに、
私自身も研究者を目指すようになっ
たのです」。
　勝野准教授はメディア文化を研
究しているうちに、さらに不思議に

浮かび上がってくるのではないか
と考えています」。
　日々進化する先端技術を研究
フィールドにする勝野准教授だが、学
生時代は伝統的な人類学のテーマを
志していたという。大学卒業後にアメ
リカの大学院に留学したのも、日系
人文化や移民問題に興味を持ってい
たからだ。だがこのアメリカ留学が、
大きなターニングポイントとなった。
　「渡米したのは90年代後半でし
たが、『たまごっち』や『ポケモン』な
ど日本のポップカルチャーがアメリ
カに進出し始めていました。当時は
アメリカの文化が世界に広がってい

にほかならない。「現代社会では人
間の行為に機械が深く関わり、分
離するのが難しくなっています」と
語るのは、デジタル時代における人
類学を研究する、社会学部の勝野
准教授だ。「従来の文化人類学は
人間中心の学問で、文化や社会な
どの概念の分析を通じて、人間に
ついて考察していく学問です。しか
し、現代ではAIやロボット、デジタ
ルのアバターなど、人間から見て自
律的に動いていると感じられるよう
な人工物との関わりが生まれてい
ます。そうした非人間的な人工物と
の関係のなかで、新たな人間像が

　何かを調べたいと思ったときに
スマートフォンやパソコンで検索す
るのが当たり前になってから、どれ
くらいの年月が経つだろう。検索結
果は検索システムに大きく影響され
ており、システムと人間の協働作業
によって導き出されたものだ。未知
の場所に赴くときはナビゲーション
システムを頼りにするが、この移動
行為もまた人間と機械の協働作業

勝野准教授。ケンブリッジ大学のダ
ニエル・ホワイト氏（社会学部客員研
究員）とは、感情認識技術を備えた
AIが普及するなかでの人間と機械の
関係性の変化を、同じ人類学の立場
から共同研究しており、その成果を
実社会へ還元することも考えている。
　「人間の感情は広く人間・社会科
学の研究対象ですが、AI技術では
感情モデルを設計するエンジニア
の存在が鍵となります。しかし、エン
ジニアが多様な文化的背景を理解
したうえで、モデルを構築すること
には困難を伴います。バイアスが無
自覚的にモデルに組み込まれてし
まい、AIを通じて実社会に固定化さ
れる可能性もあります」と、勝野准
教授は指摘する。
　「従来の人類学においては、方法
論的に『観察』が基本の構えになる
のですが、法学者や工学者そして
認知科学者との共同研究の機会が
増えるにつれ、機械と人間のより良
い共存をデザインすることに関わっ
てみたいと考えるようになりまし
た。設計の段階で、人類学者が感
情と文化の多様性に配慮した人々
のウェルビーイングに重要な要素
を提言することで、より多くの人に
受け入れられるような技術開発に
貢献できるのではないでしょうか     
　   」。
　かつてないスピードで変化する
社会をより良くデザインするため
に、メディア人類学が求められる役
割はさらに拡大していくだろう。

能力が芽生えてきているのではない
かと注目しています　　 」。
　また、勝野准教授は「マルチ・ス
ピーシーズ社会における法的責任
分配原理」という法学者との共同研
究にも参加している。マルチ・スピー
シーズとは、生物としての人間に焦
点をあて、他の存在との切り離せな
い関係のなかで生きていることに着
目する人類学の考え方だ。人間は、
犬と狩猟したり牛馬の力を借りて農
耕したりと、他の種と深く関わって生
活を営んできており、人間だけで人
間の歴史を見ることはできないとい
う観点に立ったものだ。機械やAIも
そうした人間と切り離せない種とし
て捉え、その関係性の中で、人間を
理解する必要があるという。
　「例えば車の自動運転で事故が
起きたとしたら、その責任は人間に
あるのか、機械にあるのか。AI時代
の責任の概念や、AIの活躍を考慮し
た新しい法制度が必要となります。
私の人類学の研究や分析は、機械
やAIとの関係性の中で起こる行為
主体性や人間像の変化を見出だす
ことであり、こうした新しい法制度に
おける論拠のベースとなるのです」。

　海外の研究者との交流も盛んな

における、日英の差異を分析する。
　「エンジニアがロボットの感情をモ
デル化する際、そこには文化差が生
じています。欧米ではロボットに『感
情を読み取る』などの能力や機能を
与えることが多いのですが、日本では
人間側にロボットが心を持っている
かのように感じさせる関係性のデザ
インが強調されます。一例として、工学
者の岡田美智男先生が『弱いロボッ
ト』を提唱しています。欧米だと理想の
モデルに向かってどんどん力を与え、
人間に近づけていこうとしている。そ
れに対し、あえて『できないという機
能』をデザインに組み込むというアイ
デアです。『失敗すること』をロボット
に搭載することで、人間の方がロボッ
トに共感して手伝うという、関係性を
構築するようになるのです。『たまごっ
ち』がまさにそうで、人間がキャラク
ターをケアすることで、関係性が高ま
るのです。こういう発想は、欧米ではな
かなか出てきません。この違いがどこ
から来るのか、分析を進めています」。
　勝野准教授は論文のなかで、AI
やロボットなどを「新しい生物種」と
比喩表現している。人間や動物の代
替物ではなく、独自の存在として生
活に入り込んでいるからだ。
　「恐らくそういう見方ができるのは、
人類学が精霊なども研究する学問だ
からでしょう。精霊という存在が意味
を持つ社会のなかでは、実際に社会
を動かす力を持っています。AI時代を
生きる人の中に、ロボットを社会的存
在としてみなす新しい想像力や感情

思うことが出てきたという。日本と
海外でロボットの描かれ方や関係
性に違いがあったのだ。欧米はロ
ボットに対して「支配するか、される
か」といった視点に行き着くが、日
本では「ドラえもん」のように、日常
のなかでロボットと人間との曖昧
な関係性が描かれていた。
　「やがてソニーがAIBOを発売する
など、現実に人間とコミュニケーション
を取るロボットが出てくるようになっ
たのです。私の興味もメディアコン
テンツ内でのロボットの描かれ方の
文化差から、現実世界へと広がりま
した。日常生活における機械との関
係の中で、人間とは何かということ
を考えるようになったのです」。　　
　　　　　　　　　　

　

　勝野准教授は自らの研究が「メ
ディア研究と人類学が融合する形
で進んでいる」という。ロボットを
「新しいメディア端末＋コンテンツ」
と捉えて、人との関わりを分析する
からだ。なかでもロボットの行動、
能力、そして見た目などがモデル化
される際に文化的な価値観が組み
込まれるプロセスに注目している。
「感情認識AIの開発と社会実装を
めぐる日英の比較研究」では、ロ
ボットの感情認識能力のモデル化

図 1

図 2

図 1

研究者をたずねて ｜ ０1

ポップカルチャーをきっかけに
デジタル社会における
人間について研究を開始

ロボット・ＡＩ
との関係性を通じて
『人間』を解き明かす

加速度的に進化する
デジタル社会で
人類学が果たす役割

KEYWORD PROFILEGOALS 研究の目標

i n t e r v i e w

勝野 宏史
社会学部
メディア学科
准教授

「人類学の立場から より良い
 デジタル社会実現に貢献する。」

AI・ロボットとの新たな関係から人間を解き明かす

［URL］

文化人類学 AI・ロボット

ポップカルチャー

メディア研究 デジタル時代の人類をとらえる

非人間的な人工物との関係のなかで人間を考える

1

2

図 1 ペットロボットの葬式での参与観察（ダニエル・ホワイト撮影）
～ロボットの魂とは？生命のないロボットを供養する行為に
　ロボットと人間との新しい関係性を見出す。～

図 2 高台寺のアンドロイド観音を囲んで、
開発者・住職・ゼミ生とのワークショップの様子
～新しいメディアとしてロボットは宗教とどのように結びついていくのだろうか？～

デジタル社会マルチ・スピーシーズ
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●   劣通信環境における攻撃耐性を備えた高信頼通信システムの構築
●   機械学習を悪用したサイバー攻撃に対抗する
   ネットワークシステムの研究開発 https://kendb.doshisha.ac.jp/pro

file/ja.78a4cdf6f43beb48.html

研究者DB

木村 共孝  理工学部 インテリジェント情報工学科 准教授
専攻分野 情報通信ネットワークの設計と分析

研究テーマ

ければ、DTNの普及も適いません。
その実現は容易ではありませんが、
私にとって知的好奇心を刺激して
やまないテーマなのです」。　　　
　　　　　　　　　　　　

　

　DTNにおける効率性だけでな
く、そのセキュリティ面に関しても木
村准教授は研究を進めている。『劣
通信環境における攻撃耐性を備え
た高信頼通信システムの構築』と

ゲームに似たもので、発信者の端
末が、偶然近くにいる人の持つ端末
と交信し、複数の通信端末を経由し
て届けたい相手に情報を伝達する
という方法だ　　 。
　2000年代前半に研究が始まった
新しい分野であるDTNは、木村准
教授の大学生時代に隆盛を迎えて
いた。シンプルな数理モデルに工
夫を加えることで、伝えたい相手に
より効率的に情報を伝えることが
できる点に魅力を感じ、現在まで研
究を続けているという。「受発信の最
適化だけではなく、サイバー攻撃に
強い高信頼通信システムを構築しな

　情報通信ネットワークの設計を
研究してきた木村准教授は、携帯
電話の基地局などの通信インフラ
がない劣通信環境での効率的な通
信技術を開発するべく、DTN（遅延
耐性ネットワーク）について研究し
ている。私たちが普段利用している
インターネットは、発信者からの通
信に対して相手先の機器が既定の
時間内に応答を返さないと、通信が
できない仕組みになっている。劣通
信環境では、この仕組みを乗り越
え、通信を行えるようにしなければ
ならない。それを可能とするのが
DTNである。その通信手段は伝言

　火星のような地球とは全く異な
る環境に人類が移住した場合、ど
のような情報通信技術があれば
メッセージを送り合うことができる
だろうか。情報通信インフラが未
整備な状況で運用されるだろうそ
のシステムにおいても、効率性の
高さだけでなく、地球上と同じよう
にサイバー攻撃に対抗できるもの
でなければいけない。

　そのように語る木村准教授が技
術の活用先として注目しているの
が、農業分野だ。ICT技術を活用し
たスマート農業は現在もさまざまな
形で導入が進んでおり、労働力や
担い手不足の解決策として大きな
期待を集めている。
　生産者はキュウリやトマトなど生
産品目ごと、あるいは地域の生産
体制によってサイズの規格を設け
ており、収穫後の作業はまちまちで
複雑である。さらに、圃場は平たん
地ばかりではなく山間部にも多い。
そうした課題の解決に、情報通信
技術や機械学習の知見を適用でき
ないか検討を行っている。ドローン
を低空で飛ばして、これまで手作業
で行っていた梨の授粉を効率化す
るなど、研究者と生産者の共同でさ
まざまな実証実験が行われている。
　また、ドローンを複数飛ばすこと
で、山間などの劣通信環境にDTN
などの情報技術を適用し、遠隔で
の情報収集などができるのではな
いかと試案中だ。
　「自分が面白いと感じた研究の
知識を、農業のような実際の生産
分野に役立てられるのは、研究者と
して大きなやりがいです。農業に限
らず、技術を適用できる現場があれ
ば、嬉しいです」。
　新たな通信システムの構築から
スマート農業の支援まで、多分野に
貢献する木村准教授の研究活動か
ら今後も目が離せない。

は、攻撃者に対抗できるだけの数
をそろえなければならないので、有
志の力を1つに結束させる策も考え
なければなりません」。木村准教授
は経済学の「ゲーム理論」を取り入
れ、有志に対してどんなメリットを
提示すれば1グループにまとまって
くれるのかについても、検討を進め
ている。「現在はモデルベースで理
論を構築していますが、今後は現実
的にどのようなメリットが必要にな
るのかも検討できればと考えてい
ます」。

　DTNの研究や機械学習の技術を
社会に還元するにはハードルもあ
る。「DTNは災害時など、通信インフ
ラが使えない時に有効となる通信
方式だと考えていますが、技術は普
段から使うからこそ、緊急時も活き
る。DTNの技術を普段から活かすこ
とができるアイデアが必要です。ま
た通信ネットワーク内でサイバー攻
撃に対処する機械学習の技術も、
既存のインターネット世界のルール
下でそのまま適用するのは難しい。
研究をどのように応用していくこと
ができるのか、研究者としての悩み
でした」。

ログラムに変化）し、PCやサーバの
持ち主が知らないうちにサイバー攻
撃に加担してしまっているようなこと
が想定される。このような新たな攻
撃手法と既存のウイルスとを比較
分析し、その対策を検討している。
「従来のウイルス対策ソフトは1台
のPC内で完結するものですが、こ
の研究では通信ネットワーク内で
対策できないかと考え、研究を進め
ています。ネットワーク内の異常な
パケットをルータで検知し、対処す
るというものです。その検知には機
械学習を使っています」。
　さらに、機械学習によって複数の
計算資源の『乗っ取り』を行う攻撃
者に対しては、同じく数の力で対抗
するという方法を木村准教授は検
討している  　  。「計算資源を使用
してもよいという有志の力を借りて
機械学習をし、攻撃者よりも先に脆
弱な部分に対応することが有効な
手だと考えています。そのために

いう研究では、サイバー攻撃を前提
として、数理モデルを活用した対策
を講じているのだ。「この研究の独
自性はシミュレーションではなく、
数理的なモデル化で最適な戦略を
考えている点です。『内容を勝手に
書き換えて次へ伝える』『役に立た
ないデータを大量に送る』のような
サイバー攻撃を想定し、攻撃者を特
定する最適なモデルの構築を行っ
ています。数学的なアプローチで理
論を構築することで、攻撃の本質を
洗い出すことができます。数理モデ
ルを基に、シミュレーションでの解
析を行うことで、より複雑なサイ
バー攻撃にも応用することができ
るでしょう」。
　また、セキュリティに関しては、木
村准教授は新たな技術の利用によ
る攻撃を想定した『機械学習を悪用
したサイバー攻撃への対策となる
ネットワークシステム開発』という
テーマでも研究を進めている。
　機械学習が注目され始めたころ
には、その有用性や活用策に注目
が集まっていたが、これを悪用した
情報ネットワークへの攻撃が起きる
のではないかと考えたのが研究の
始まりだという。機械学習は計算資
源を使い、新しいものを発見してい
くようなものであるが、攻撃者により
複数のPCやサーバの計算資源の
『乗っ取り』が行われ、コンピュータ
ウイルスが自律的に機械学習を
使って、プログラムを書き変えること
で進化（別の脆弱性を突くようなプ

図 1

図 2

研究者をたずねて ｜ ０2

伝言ゲームのような
通信手段が特徴の
遅延耐性ネットワーク

「機械学習やゲーム理論」
を取り入れ
ネットワークを防御する

これまでの研究で
培った知識・技術を
スマート農業に役立てる

遅延耐性ネットワーク

KEYWORD PROFILEGOALS 研究の目標

i n t e r v i e w

木村 共孝
理工学部
インテリジェント情報工学科
准教授

「数理モデルから
 劣通信環境を克服する
 通信システムを構築。」

ICTの安全性と新たな可能性を追究

［URL］

情報通信技術 数理モデル 攻撃耐性の強いネットワークシステムを開発

情報通信技術×機械学習でスマート農業を支援

1

2

図 1 インターネットと遅延耐性ネットワークの違い

普段利用するインターネット 遅延耐性ネットワーク

サイバー攻撃 スマート農業機械学習

送信先 宛先 送信先 宛先

基地局

図 2 自立進化型ボットネットへの対策グループが複数ある場合の感染モデル図

S：ホストが何らかの脆弱性を持つ状態
 I：ホストがウイルスに感染した状態
R：ホストが脆弱性を持たず、
　 マルウェアに感染しない状態

従来の研究では、自立進化型ボット
ネットへの対策グループは1つと仮
定したものが多いが、実際には複数
となる可能性がある。その状況下で
の感染と抑制の状況を検討した際
のSIRSモデル図
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研究者DB

市川 寛   生命医科学部 医生命システム学科 教授
専攻分野 予防医学・消化器病学・酸化ストレス学・食品免疫学

研究テーマ
●  酸化ストレスが関与する各種病態における抗酸化物質
●  食品因子の治療及び予防効果に関する研究

て勤務しながら、酸化ストレスを研
究する研究室にも所属。2003年か
らは栄養学を中心とした予防医学
に力点を置き、管理栄養士の養成
に尽力してきた。「1998/99年シー
ズンにおけるインフルエンザの大
流行の際、臨床の現場で痛感した
のは食事の大切さです。食事をして
いる人としていない人とでは症状
の重さに差があるように感じまし
た。それ以来、機能性食品を中心に
酸化ストレスとの関係について研
究を進めています。一人ひとりの患
者と向き合える臨床医療は魅力的
ですが、助けられる命の数は限られ

の6種類の活性酸素を消去する抗
酸化力を評価している。その方法に
より、疾患や体の状態でそれぞれの
活性酸素に対する抗酸化能のパ
ターンに違いがあることを見いだし
た。市川教授は、この違いを利用し、
病気の診断や予防に活かすことを
考えている。さらには、機能性食品
の摂取時に変化する血液中の6種
類の抗酸化能を評価し、疾患ごとに
有効な機能性食品を提案する構想
を語ってくれた。
　臨床医としてキャリアをスタート
させた市川教授は、京都府下を中
心とした病院に消化器内科医とし

は酸化ストレスと呼ばれる状態だ
が、高いレベルで続くと、糖尿病を
はじめとするさまざまな病気の引き
金になってしまう。
　「以前は活性酸素自体が体に害
を及ぼすという考えから、それを除
去する方法がとられていました。し
かし、単に活性酸素を除去するだけ
では体内の酸化に対抗する力（抗酸
化能）が維持できないと判明したの
です。活性酸素と抗酸化能のバラン
スを保つためには、抗酸化能を高
めておくことが重要です」。酸化スト
レス研究を専門とする市川教授は、
ESRスピントラッピング法で生体内

　ヒトは、一生の間に絶えず変化し
続ける。成長が止まり、成熟期を過
ぎるとその変化は、老化と呼ばれ
る。誰もが避けて通れないこの現象
には、活性酸素が深く関与している
と考えられてきた。過度の運動不足
や精神的な負荷、喫煙などにより
活性酸素が過剰に生成されると、
生体内の活性酸素を消去する抗酸
化能との力の均衡が崩れる。これ

乏精子症や精子無力症等といった
精子機能の低下は男性不妊症を引
き起こすが、市川教授はS-アリルシ
ステイン（SAC）という抗酸化物質
が精子機能の改善をもたらすこと
を動物実験の結果から導き出した。
SACはにんにく由来の機能性成分
として、必須アミノ酸と同程度の安
全性が確認されているため、長期
間の摂取も可能だという。今後は
企業と連携して医薬品や機能性食
品への展開も検討している。
  同志社大学細胞保護再生システ
ム研究センターでセンター長を務
める市川教授は、多様な分野の研
究者と交流がある。センターでは研
究成果の臨床応用を目的とした学
外の研究者や企業との共同研究が
実施されている。
　将来的には、病院で血圧を測って
診察・診断を行うように、診察の際
に測定した患者の抗酸化能に合わ
せてオーダーメイドの診断を目指す
という市川教授。まずは、生体の酸
化ストレス耐性が誘導されるメカニ
ズムを解明するべく、日々データの
蓄積に努めている。
　今後は、超音波照射の実用化に
向けて、サルコペニアや脳梗塞のリ
ハビリ中の患者を対象とした試験
を行う構想もある。「製品化だけで
はなく患者や臨床医に対して超音
波に関する基本的な知識を説明す
ることも大切でしょう。手軽な分、操
作を誤ると事故につながりかねま
せん。一つひとつ実現へのハード
ルを越えていきます」。人々の健康
維持に広く貢献する、市川教授の
挑戦はこれからも続く。

でも可能という点からその有用性
は極めて高い。「今後は人での基礎
的データを収集することにより最適
な照射条件を決定します。照射部位
別にどのような効果があるかなど、
実用化に向けて本格的に研究を進
めていく予定です。連携企業には
家庭でも使えるような照射装置の
開発などで協力いただき、共に歩
みを進めたいです　　 」。

　市川教授は食品の安全を評価す
る方法を用いて、精子機能の改善
に関する研究も行っている。「精子
は最も体の中で酸化ストレスに敏
感に反応する細胞です。ただ、抗酸
化物質が不妊治療に有用であると
いう客観的なデータがない状態な
ので、知見を積み重ねています」。

低強度の超音波を週に3回1分間
照射したところ、線虫の寿命が延
長するという実験結果を得た。さら
に、超音波照射による抗酸化能強
化の効果を実証するため、筋萎縮
を促すサイトカインの1つTNFαを
添加した培地で、マウス骨格筋細
胞に超音波を照射した。すると、
TNFαによる筋萎縮が超音波照射
によって抑制されたことが判明す
る。「超音波照射は、筋肉量の減少
や筋力低下をもたらすサルコペニ
アといった酸化ストレス関連疾患
の予防に役立つでしょう。高齢化が
進む日本において、健康寿命の延
伸に寄与できると考えています」。
  市川教授は超音波照射による健
康管理手法を、人へ適用することを
目指している。「本手法の対象とな
るのはサルコペニアや老化に限り
ません。糖尿病や認知症といった酸
化ストレス関連疾患すべてを含ん
でいます。安全基準内の低強度で
の照射なので、安全性が担保され
ていることも、実用化への前向きな
要素です」。すでに超音波照射装置
はさまざまな用途で実用化されて
いるため、人への最適な照射条件
が決定すれば専用機器の開発も速
やかに着手できるという。高齢者や
入院・在宅患者、アスリートを中心
に一般人も対象というユーザーの
広さに加え、使用場所は病院やト
レーニング施設にとどまらず在宅

ます。私は研究成果という実りを通
して、より多くの人命を救いたいと
考えています」。

　

　運動の健康維持効果には、筋肉
から産生される活性酸素が関与して
いることは意外と知られていない。
生体にわずかな物理的刺激を与え
て微量の活性酸素が発生すると、そ
の刺激に打ち勝とうとする適応反応
が起こる。近年、市川教授が特に注
力している研究がこの反応を利用し
た「超音波照射による抗酸化能の向
上」だ。運動に代わって超音波照射
という刺激を与えると、運動と同等
の効果が得られるという仮説を立て
た。市川教授は生体に照射する超
音波強度を検討するため、ラットを
用いた実験を実施　　 。2日に1回
安全基準内の強度の超音波を1分
間照射すると、実験開始から8日後
の採血で、抗酸化能が向上している
ことがわかった。わずかな強度の超
音波照射で運動と同じ効果が期待
できることを示したのだ。
　次に、市川教授は老化研究で多
用される線虫を対象にして、超音波
照射が寿命に及ぼす影響を検証。

図 2

図 1

図 2 超音波照射装置のイメージ

図 1 ラット血漿内抗酸化能

病の根源・活性酸素と
抗酸化能の均衡こそが
健康維持のカギを握る

超音波照射によって
運動と同等の抗酸化能向上の
効果を確認

酸化ストレスへの
耐性誘導メカニズムの解明で
目指すオーダーメイドの診断・治療

サルコペニア S-アリルシステイン

KEYWORD PROFILEGOALS 研究の目標

「老化に関連する
 あらゆる病気を
 微弱な超音波の照射で予防する。」

超音波で生体の抗酸化能を向上

［URL］
男性不妊症

超音波照射酸化ストレス 抗酸化能 超音波照射による抗酸化能向上のプロセスの発見

患者の抗酸化能に合わせた診断の実現

1

2

活性酸素

研究者をたずねて ｜ ０3

i n t e r v i e w

市川 寛
生命医科学部
医生命システム学科
教授
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